
皮膚腫瘍の摘出手術でご入院の患者様へ

*医師の指示により普段服用している薬

を内服してください。

*手術に行く前に点滴をします。

*　　　：　      手術室へ向かいます。

*　　　：　      熱や血圧をはかります。 *退院時に､薬をお渡しする場合があります。

*　　　：　      点滴を行います。

*状態によりガーゼ交換を行います。

*手術後より抗生剤の内服があります。

*発熱していれば解熱剤を使用します。

*痛みが強い時鎮痛剤を使用することができます。

*昼ごはんは半分のみ摂取をお願いします。

*必要時手術部位の剃毛をします。

*必要があれば清拭を行います。

*制限ありません。

*医師より検査・治療計画の説明があります。 *退院に際して医師より処置の説明があります。

*体調の変化がありましたら看護師へ *入院の継続が必要な場合は治療方針について

患者様及びご家族 お伝えください。 説明があります。

*ご質問などありましたら、 　*服薬指導は必要に応じて

いつでもおたずね下さい。 　行います。

*創部の異常がない。

*安静度の制限はありません。

達成目標

活動・安静度

*自宅での処置が理解出来る。

*手術後1時間程度心電図モニターを装着します。

*手術についての不安が最小限で落ち着いている。

*手術後創部の異常がない。

への説明

*　　　：　      排尿を済ませ、パンツ以外の肌着は
脱いで手術着に着替えます。（手術着は看護師が
持って行きます）

栄養指導

服薬指導

排泄

治療・処置

検査

清潔

食事
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経　過 入院日 入院１日目(入院継続・退院）

患者様
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